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おことわり

本書では，下記に基づいた表現をいたします。

１．文中に出てくる諸規則を，原則以下のように統一して表記する。

･ ICC 荷為替信用状に関する統一規則および慣例（信用状統一規

則） 2007年 改訂版 No.600」→UCP600

･ ICC 取立統一規則 1995年改訂版 No.522」→URC522

･ ICC 荷為替信用状に基づく銀行間補償に関する統一規則

No.725」→URR725

･ Incoterms 2010」→インコタームズ2010

２．便宜上，金融機関を総称して銀行と表記する。

本書の内容に関する訂正等の情報

本書は内容につき精査のうえ発行しておりますが，発行後に訂正（誤記の修正）等の必要

が生じた場合には，当社ホームページ（http://www.khk.co.jp/）に掲載をいたします。

（ホームページトップ： メニュー 内の 追補・正誤表 ）
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1．信用状の通知

Q1 信用状接受時の留意点

海外の銀行から信用状を接受し，受益者に通知する場合

の点検事項，留意点は何か

A
通知銀行は，発行銀行に対して受任者としての「善良な管理

者の注意義務」(以下，善管注意義務という）を負い，UCP600

に定められた通知銀行の義務を迅速に遂行することが求められます。

Comment

１．UCP 600第9条に定められている通知銀行の義務

通知銀行は，次の点に留意しなければならない。

① 受信した信用状または条件変更の外見上の真正性に自行が満足し

ていること，および，その通知が受信した信用状または条件変更の

条件を正確に反映していることの２点を受益者宛の通知書に表明す

ること。

② また，通知銀行は他の銀行（第２通知銀行）に通知を依頼するこ

とができるが，依頼を受けた第２通知銀行も上記①に記載したこと

と同様のことが求められている。

③ もし，自行が上記①の外見上の真正性に満足できない場合は，そ

の指図を受信したと見られる銀行に遅滞なく通報しなければならな

い。それにもかかわらず，通知することを選択した場合には，前述

の満足できない旨を受益者または第２通知銀行に通報しなければな
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らない。

２．信用状を接受し，通知する場合の点検事項，留意点

発行銀行と通知銀行は委任関係にある。接受した銀行が通知すること

を選んだ場合は，通知銀行として発行銀行に対する受任者としての善管

注意義務を負う。したがって，UCP600に定められた通知銀行の義務を

遵守し，トラブル防止のため下記のような事項の点検を行うとともに，

受益者には遅滞なく通知することが求められる。

① 効力をもった信用状であるか（UCP600第11条）。電信の場合

Avoid Duplication等の注意喚起文言がないか。また，発行銀行はコ

ルレス先か。非コルレス先の場合，その旨受益者に通知する。

② 信用状の通知に際しては，外見上の真正性に自行が満足している

こと，および，その通知が受信した信用状または条件変更の条件を

正確に反映していること，の２点を受益者宛の通知書に明記する。

③ 外見上の真正性に満足できない場合は，送信してきた銀行に遅滞

なく通報する。それにもかかわらず信用状または条件変更を通知す

る場合には，その旨を通知書に明記する（UCP600第9条）。

④ 通知銀行は他の銀行に通知を依頼することもできるが，依頼を受

けた銀行（第２通知銀行）も，上記②および③に記載したことが求

められている。

⑤ UCP準拠文言があり，かつ取消不能信用状であるか。

⑥ 信用状に確認付加の依頼文言があれば，Ｑ4Comment 3の

記載の手続を行う。

⑦ 信用状の受益者が自行宛に期限付手形を振り出す（自行引受）条

件の信用状か否か。自行引受の場合は，別途行内稟議で発行銀行宛

与信供与の承認を得る。

⑧ ノン・コルレス先発行の信用状で，自行にリストリクト

（RESTRICT）されていれば，発行銀行に照会する。

31.信用状の通知



Q2 ノン・コルレス先からの信用状接受

インドの銀行から電信で信用状のプレ・アドバイスを受

信したが，ノン・コルレス先からのものであり，テスト・

キーの照合ができず，また後日送付されてきた信用状原本

の署名照合もできないので，信用状が真正なものか否かに

ついて確認ができない。どのように確認すればよいか

A
ノン・コルレス先からの接受であり，通知義務はありません

が，トラブルが生じないよう，受益者の立場を考慮した遅滞の

ない柔軟な対応が必要です。

Comment

１．対応方法

発行銀行は，通常，コルレス契約を締結している銀行を通知銀行に選

定する。その理由は，通知銀行が発行銀行から受信した真正な通信文で

あることを確認できるようにするためである。すなわち，前述（Q1）の

とおり，信用状が正規に発行されたかどうかを確認しなければならない

ため，信用状の通知に関しても，あらかじめコルレス契約で取決めがな

されている。

本件は，コルレス契約がないので契約上は通知義務を負っていない。

しかしながら，この場合の対応としては，信用状の通知を待っている受

益者の立場も考慮した，かつUCP600第９条ｆ項の規定にも則った下記

のいずれかの対処方法が考えられる。

① 信用状到着案内書に， 本信用状は，ノン・コルレス先発行の信用

状で，テスト・キーの照合ができず，真正か否かについて通知銀行

としては責任は負えない」旨を明記して受益者に通知する。
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